












































































































































































































地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 石神井公園店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6

〒 1 7 ヴ ー 0 0 4 1 区市 町村名=練馬区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖
石神井町3-19-14

以

事業所等の延床面積 m.oo馨〆唐黍現電撃蟹帯 婚闇冒圃・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目撃
墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

是雷堺謡露養蕃奪間 4聾連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.◎ xo.o268)
①

51 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

88 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④:②+⑨)
④

89 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 871.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥二② xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排増ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑩⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

辞 瀦 』 ) 目
Nm3 2o,921‐3 45‐oo941.5 o‐o14 47.6
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O・O
その他 () □ 0.0

要一鰯雲善書者薯憂欝島雷電… 総 BS禦 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh l07,272.0 9.76 1,04γ,0 0.382 41.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ⑪ o.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 "## 〆メ メメメ⑩ 1,988.4"〆〆〆〆 ⑩ 88.6

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,036.0 ÷// メメ メ 0.Zoo o.4

他 公共下水道 □ m3 2,o36.o ノ ノ / メーザーメタ
メタ

o.450 0,9

合計 "〆〆#が "〆〆〆"##〆メダ〆〆′〆⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

素排出量 の内訳

※1電気の使用、水道及び工 用 道の永の 用・′びに公共下水道への に、リニ酸 ヒ′… は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 ・ ¥ 、 ・ の

医績年度の目標達成の状況 11ロ目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 武蔵境北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 1亜

事業所等の所在地
T I 8 O O O 2 2 区市町村名=武蔵野市

町名番地
以 下

境 2-2-22 ボナールビル IF

事業所等の延床面積 84.・5同 筆筆要望宅繋蟹 雷鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途
□事務所 口商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 俄 4暫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 48 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
986.3 kg-C02/,,.2

りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大ー

(t)
⑩=⑧×⑨×44八2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nms 18,399.3 45.00 828.0 0.014 41,9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0,016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0,019 0.O

その他 () □ 0,O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間(22時~翌日卸琴) □ kWh 0.O 9.28 0.O 0,382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 108,649.0 9.76 1,060.4 0,382 41.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ー⑭ 0,0 9.76 W oo 0.382 @ 00

合 計 / q9 1,888.4 "#〆′# ⑩ 83.4

そ
の
仙

水道及び工業用水道 □ m3 1,661.0 / 0,200 0.3

公共下水道 □ m3 1,661.O / 0.450 ○,ヴ

合 計 / 〆′メメメ⑩ 1ユ

3 二 ぉヒ炭が 出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化′′… は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　
ギ ・

I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

匡績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 -i

策の目5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 園 無

ンク C02削減率 (前年度比ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択) C02排出量 (総量)

特記事項に内容を記載

日本工 規 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 大森西口店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O O 6

事業所等の所在地
T I 4 3 O O 2 3 区市町村名=大田区

町名番 地
以 下

山王 2-2-13

事業所等の延床面積 焔.oo亜〆睡筆要望響蟹覇 蛋題=圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 璽 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ヴ 6 2 4暫連鎖化事業区分 =園直営店 ロ加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 59 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 102 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

◎ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 103 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
579.5 kg-C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ (⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩ :⑧×⑨×44/12

疑市電ム ) 自警3 24,66駕篭88 1,lo器 量躍 増言
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ッ0 0,0 0.019 0.0

鰻瀦8 目 漉
す筈誓罫書著者看豊麗慶二留置…器量 8:8饗 X3 8豊麗 漉
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kwh 121,091.0 9.ヴ6 1,181.8 0.382 46.3

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ザザメザメメ#// ⑩ 2,291.6が#" ′〆 ⑩ 102,4

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,393.0 / ノ /# メザメ メ 0.200 0.5

徹 公共下水道 口 2,393.o ノ // ‐メター
メ
o.450 1.1

合計 ′〆## メダが〆〆 〆〆〆# メメメメ q9 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下ス(道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

ー 拘 ,3 、 量 の内訳

※1 電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用・′びに公ノ、下ス(道への 2 に、リニ キ

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4一番)



その2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名 称日高屋 つつじヶ丘店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 3瞳

〒 1 8 2 - 0 0 0 6 区市町村名劃調布市

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
鮒
つつじ 丘3-33-12 タムラ第一ビルーF

以

事業所等▽堪床面積 99.・7図 誓筆要望喝誓茅評蟹溺際・年度分 □畔未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 挺
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□複合施設 □その他

鯖 ,堺渦事養鯛 徽 4輯連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①‐⑭ xo.o258)
①

56 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

98 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

99 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 988.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥:②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 -」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 瀕 排甲ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧⑥ /,ooo}x⑦ ⑨ ⑩⑧×⑧×44/12

辞驚』 ) 目雷3 23,o5開き譲8 1,o3苔き 8:81き 5客室
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義その他() □ O.O
その他 () 口 0.0

裏-懸蓄電業者冨豊麗電寓目驚喜 8:8書室客 88 8驚 8:8
その他の買電低夜間不明の場合を含む。)[] kVVh ll9,433.3 9.ツ6 1,165.7 0.382 45.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ 0.0 9.76 ⑪ 0.0 0,382 ⑩ o.o

合 計 〆デーメメーメーメーノ/ / ⑩ 2,203.1 〆′ #′〆 ⑩ 98.1

そ 水道及び工業用水道 □ 2,654.o ///" 〆メドメデー o.200 0.5

鷺 公共下水道 □ m 3 2,654.o/ 〆 ## 〆 〆 o.450 1.2

合計 メ メ メ 桝メガメメメメメ⑩ 1.7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 ぉヒ ′、 量 の内

※1 コ気の 、z 道 び工 胆の の w びに公ノ、下水旭への z に、リニ イ′⑦、 は、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋ときわ台北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 4

事業所等の所在地
T I 7 4 O O 7 I 区市町村名=板橋区
町名番地
以 下

常盤台 2-6-5

事業所等の延床面積 岬.9 唐黍喫電窄繋漬許婚闇塾- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 坦
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 嗣 4暫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 47 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二◎ ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
762.I kgbc02/ α12

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷i
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑨×4射12

辞 驚 』 ) 目
Nm3 2o,925‐2 45‐oo941 ‐6 o‐o14 47‐6
kg o,0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他() □ o.O
その他 () □ 0.0

裏-驚喜善書者冨冨露呈冨呂韮帯に 綴喜峯 8:88濯 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 93,413.0 9.76 911.7 0.382 35.ウ

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑭ o.o 9,76 ⑩ 0.0 0.382 @ 0,0

合 計 〆〆′′メ メ 〆〆⑩ 1,853.3〆#′′′ ⑩ 83.3

董
水道及びエ業用水道 □ m3 1,631.0 // # メメ

メ
0.200 0.3

他 公共下水道 □ m3 1,631.o /// がメメメ
#
o.450 0.ッ

合計 メメメ メ メメ メ #⑩ 1,1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対 の実

-実績年度の目標達成の状況に 極 目標達成した。 ーー

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 市ヶ谷八幡町店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 6 5-

〒 1 6 2 一 0 8 4 4 区市町村名"新宿区市

事業所等の所在地町名番
も
八幡町3番地

以

事業所等の延床面積 駆 .o3同 筆筆兎雫変響蟹 薪闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 題
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途鞭麗所 日覆蕃駿 (物販) 響薯萎潜設(飲食)

鯖 髭鴇事義参奪年 中 苗連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo.o268)
①

55 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

102 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ ヱ t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑧=⑯)

総 計 (④=②十③)
④

103 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 670.9kgC02/m2
排出原単位りの量 (⑤:②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排辱 粗
使 用 ⑥ ⑦ ⑭⑥ /Iooo}x⑦ ⑧ ⑩‐⑧×⑨×44/12

疑驚』) 日電3 ,一喜き碁盤 ,繋駕1き 避
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0,0 0.019 0.0

議 その他O □ O.O
その他 () □ 0,0

要一事誓罫書電業者霊園裏雷電呂蓋帯誓 8:8麗 8:88:g欄 8:8
その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 132,749,0 9.76 1,295,6 0.382 50.7

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑭ 0.o 9.76 ⑪ o.o o.382 ⑩ o.o

合 計 メーデーメメー
デ ー
÷÷÷÷÷÷÷÷⑭ 2,168.2 ザーザーメーデー

メ〆
⑩ loz,9

そ 水道及 びエ業用水道 [] m3 2,405.0 ÷ メーザーメメーザー ○.200 0.5

題 公共下水道 □ m 3 2,405.o// 〆′ #
〆
o.450 1,1

合計 メメ 〆 #〆〆〆#ザメメメメ⑩ 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸 防げ 量 の内

※ 1ココ気の 、 旭 び工 ~ 旭 の の ・びに公ハ下 zく旭への に、リニ酸化′′、. 出 は

⑩:(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫八 ,000)×⑨とする。

日本工業規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

L実績年度の目標達成の状況「巴 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 十条店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 6 霞

〒 1 1 4 - 0 0 3 4 区市 町村名騒北区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
聖
上十条2-24-9

以

事業所等の延床面積 蹴.40MI 筆現雫喝蟹将 蛋憲匡・年度分 □蘇 満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 H
報 告 範 囲 圏建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
雛 麗
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口 複合施設 □ その他

鯖 寵鵠参養鯛 徽 4穫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo,o258) ① 57 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 98 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
862.9 kg・C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧開⑥ "○00)×⑦ ⑨ ⑩‐⑥×⑨×44′12

癖 驚 も の 目
Nm3 2L298‐3 45‐oo968 ‐4 o‐o14 48‐5
kg o.0 50.80 0,0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ゲ0 0.0 0.019 0,0

議 その他O □ O,O
その他 () □ 0.0

要一事霧覇者量東軍富麗…器量 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の質電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 128,646.0 9.76 1,255.6 0.382 49.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ ○,0 9.ヴ6 W o.0 0.382 ⑩ ′○.○

合 計 #〆′#///W 2,214.0"′#〆" ⑩ 97.6
そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,9590 /// ダメザメ o.200 0.4.

楠 公共下水道 □ m3 1,959,o // ノ ーメメ メメ
メ

o.450 0,9

合計 メメ / 〆メ シ メ ⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 幼 ′、 量 の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に半う二酸 駅… は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ D・o 空調ルルター 清掃.点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載その他



その 2 体も

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 西荻窪南口店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O O 6 ヴ

事業所等の所在地
T I 6 7 O O 5 3 区市町村名=杉並区
町名番地
以 下

西荻 南 3-9-11 バ oビル・ボン IF

事業所等の延床面積 99.32陸唐黍兎電喝繋蟹 蛋鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 嗣 4暫連鎖化事業区分暫・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② lol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑨) ④ 102 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o16.9 kg-Co2/ ば12

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量宋I

(t)
⑲=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,910. ヴ 45.00 1,121.O 0.014 56.7

その他(LPG) □ kg 0.O 50,80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k頓′h 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ klwh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 118,402.O 9.76 1,i55.6 0.382 45.2

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kwrh ⑩ oo 9.76 QP OO 0,382 @ 00

合 計 / W 2,276,6 が′〆#〆⑩ 102.O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,851.0 / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,851.O / 0.450 0.8

合 計 〆 〆〆メメメ ⑩ 1.2

素排出量等の内訳

※ 1 3コ気 の 、 胆 Y ・ Z 坦 の の 、′ こ公 ハ バフ岨へ 」 つ一

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

匡績年度の目標達成の状況 』□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比l %

C02排出量 (延床面積当たり) kg‐C02 た,.2 C02排出量 {総量) l t

その他 特記事項に内容を記載

日本工 規 A列4番)



その Z はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 阿佐ヶ谷パールセンター店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 8=

〒 1 6 6 - 0 0 0 4 区市 町村名影並区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
阿佐ヶ谷南1-48 ‐3

以

事業所等の延床面積 ・・o.oo同 筆筆兎雫象蟹蟹 雷鷺輔- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
寵 墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口複合施設 □その他

鯖 ,製窯愚義甚聾醐 4睡連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o268) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 91 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑨) ④ 92 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
82ワ念 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内3 二酸化炭素排出量等の 訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種男-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
浮
氷ー

使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /.ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

疑寛濯』 ) 呂璽蔓3 24,15盗電88 1,o81:ふ 8驚き 5宣言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

裏紫驚喜電業者冨豊麗;豊麗自警芸 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW←h 95,907.0 9.ブ6 936.1 0,382 36,6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ 0,0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ぜず′′ダ メ〆〆 ⑨ 2,023.1メメ′〆 ◎ 91.6

≦ 水道及び工業用水道 ロ m 3 2,603,o// 雌メダメメ o,200 0,5
他 公共下水道 □ m3 2,603,o // ノ ダーメ# 〆

′
o.450 1,2

合計 メメ / ′メラ メメ◎ 1,7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室 o不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の

医績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 西池袋1丁目店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 9藍

〒 1 7 1 一 0 0 2 1 区市町村名=豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫
西池袋1‐18‐眼 ラノビルIF

以

事業所等の延床面積 ・・9.45国 字筆禦畿窄誓好評蕗罰圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
麗
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□複合施設 口その他

鯖 寵鵠蕎養鱒 醐 4璽連鎖化事業区分冨圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258)
①

53 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑮)
②

9l t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

92 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑩ 761.8kgC02/m2
排出原単位りの量 (⑥=⑨xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量米1
使用 係数 (t)

⑧ ⑦ ⑧=(⑥/1000)X ⑦ ⑨ ⑩:⑧×⑨ X4引12

疑驚』) 日置3 2o,798登第:88 9毛:8 8:811 41言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　
蔓一事誓罫書書増豊麗冨蔓…潔w琶 8:8麗 8:88霊 漉
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む □ kWrh l16,581.0 9.ヴ6 1,13ゲ,8 0.382 44.5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ② 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 " .メーター# 〆メメメ W 2,073.4 "〆## 〆 ◎ 91.9

≦ 水道及び工業用水道 □ m3 1,916.0///"- 〆メ キメキ
〆
o,200 0.4

他 公共下水道 口 m3 1,916.o //" 〆 〆デーメ o.450 0.9

合計 "#メメメがメメダ"#ず##" 〆メメメ⑩ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二 ぉヒ帯 、 量 の内

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施

医績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 -1

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 調布北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 I

事業所等の所在地
T I 8 2 O O Z 4 区市町村名=調布市
町名番 地
以 下

布田 1-39-7 永伴 2ビル IF

事業所等の延床面積 80.44頚〆唐黍兎雫窄蟹覇 薪鷺匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 塑
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4冒連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) ① 63 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 112 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 114 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,392.3 kgMC02/,,.2

排出原単位りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 瀕 排甲平米i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥⑥ /.ooo}x⑦ ⑨ ⑲⑩ ×⑨×44′12

疑驚』 ) 目塾蔓3 32,12宣畳綴 1,44畳Z 8驚き γg茸
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ k、Wh o.0 9.97 0,0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o.0 9.28 0,0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kwh 104,202.0 9.76 1,017,0 0,382 39.8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,ヴ6 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 〆 .〆メーギメーメ / / ⑩ 2,462.ヴ 〆′〆〆 ⑩ 113.0

事 水道及びエ業用水道 □ m 3 3,幻 6‐o/ 〆 # 〆メメ o・200 0・7
他 公共下水道 □ m3 3,2760 / /" ′〆## o.450 1.5
合計 メメメ/ 〆〆 ′〆⑩ 2,1

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工 用 道の の ・′びに公ノ、下大胆へ
⑬ =(⑥ ",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



( )
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ Dm4 空調“ルターの清掃.点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

塵績年度の目標達成の状況 ILロ目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名 称日高屋 恵比寿南店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 3=

〒 1 5 0 - 0 0 2 2 区市 町村糊渋谷区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
恵比寿南2-1-8oT ビMF

以

事業所等の延床面積 86%同 筆筆兎雫隻繋箸 薪題戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華麗所 自彊蓉墓 (物販) 艶蕃密設(飲食)

鯖 霊鴇壕養笹聾欄 4彊連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo.o268)
の

53 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑯)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④②+③)
④

93 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 1,060.3kgCo2/m2
排出原単位 りの量(⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卵」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排噌デー
使 用 ⑥ ⑦ ⑩⑥ /Iooo)x⑦ ⑨ ⑩.⑧×⑨×44/12

都市ガス 口 Nm3 21.323.4 46.00 959.6 0,014 48.6
、 乳 爪′仙 /Tn( 、 [ 1 ^ ^ 〆^ ^^ ^ ^ ^ ^4 ハ ^ ^
料 lwT 盟 ＼しrU ノ ] 瓜g U・U UU ・OU U・U U・UiO U・U

及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O・O
その他 () 口 0.0
一播雷編寓坐老 昼間 (8時~22 時) □ k「Wh o.0 9.9ヴ 0.0 0,382 0.o

a 角)ムの胃雷許 [ Lm. ^ ハ ^ nn ^ ^ ^ nnn ^ ^
気

脚 -ハム‘町 ~ 翌凹 吋′ ] A"u V・V U・ムU V・U V・UQ ム U・V

その他の買電(昼夜間不明の場合壱咋;む。) □ k一Wrh l15,568.0 9.76 1,127.9 0.382 44.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ④ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 "〆′-〆′ 〆〆〆〆 W Z,08ヴ.5 "′′′# ⑩ 92,ヴ

董 水道及びエ業用水道 □ m 8 2,oo6.o/// 〆メメメメ o,200 0.4
ffb,公 共 下水道 □ m3 2,006.0 / "〆メメメ

メ
o.450 0.9

合計 メメメメザメメメザメメメ# "′〆〆〆◎ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、・RI ゴー気 の 、 胆 、 Z 旭 の の 、′ ▼こ鰻 ノ、 Zく旭 へ の こ、′っ

一
安 ′′ キ

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬ ⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

団101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 曙橋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o ゲ 4-

T 1 6 2 - 0 0 6 5 区市 町村名亜新宿区

事業所等の所在地町名番
雫
住吉町8-21 白砂ビル

以

事業所等の延床面積 m.5 〆睡筆現電宅蟹晴 婚溺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
轟
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 霊駕重義欄 間 4暫連鎖化事業区分 "圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o268)
①

48 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

83 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑨ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

84 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ ヴ18.6kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 撰裳 砂甲平米i
使 用 ⑥ ⑦ ⑩⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

疑 寛潜も 。) 目
Nm3 19,2o6‐5 45.oo864 ‐3 o‐o14 43‐ヴ
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

『鰯零寵塙豊麗士躍↓…芸器量 8:8麗 8:8総量茎 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一Wh l04,450.0 9.76 1,019.4 0.382 39.9

規則第 5条の 1ヴ第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.o 9.ヴ6 ⑭ o.o o.382 ⑩ o.o

合 計 〆 --メーザーヂ〆〆〆がメメ ⑩ 1,883.7 が# ′′〆 ⑩ 83.6

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,055.0// 〆〆′〆 0.200 0.4
他 公共下水道 口 m3 2,o55.o ノ /" 〆メタデー

メ
o,450 0.9

合計 "〆##メメメ〆が〆〆′##〆メメガ⑩ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1 の の 、こ怨ノ、 水胆への

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ宏 の実施

1実績年度の目標達成の状況一際 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 小岩北口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o ゥ 5=

〒 1 3 3 - 0 0 5 7 区市 町村名醒江戸川区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
聖
帥ぃ岩1-26-1

以

事業所等の延床面積 胆.68kll筆兎畿変型帯 婚闇墓圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 擾
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
蛋
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 製窯蕗養鯛 醗 4=連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 89 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 90 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
776,0 kg‐C02/ 江.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閣
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑧/1000)×⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

疑 雷電』 ) 目
Nm3 17,856‐o 45‐oo 8o3‐5 o‐o14 4o‐7
kg o.0 50.80 0,0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kwh o.0 9.28 0.0 0.382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合ろ昨キむ。) □ kW′h 126,721.0 9.ヴ6 1,236.8 0.382 48.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0.o 9郡 W o.0 0.3821 ⑩ 0.o

合 計 〆メーデー≠が-≠〆デー ///W 2,o40.3 ダメメ# 〆 ⑩ 89.1

煮 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,826・o 〆 / 〆′## 〆 o.200 0‐4
他 公共下水道 □ m3 1,826.o / / 〆′〆ザメ

メ
o.450 0,8

合計 メメ メ ダ##〆〆メメメメメ◎ 1.2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量キ

二酸化炭素排出量等の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に半う二酸化′′,、 は、
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩:(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 葛西臨海公園店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7

〒 1 3 4 一 0 0 8 6 区市 町村名=江戸川区

事業所等の所在地町名番雫臨海町6-3-崎 以“ 葛西臨海公園内
以

事業所等の延床面積 ・20.oo同 筆筆兎畿喝誓茅許婚鷺匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圃他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
鞭 墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口複合施設 □その他

是蒼炉端零義参奪間 4暫連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) ① 35 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 61 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 62 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥:②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
508.3 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧±(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑧×44′12

驚覇忍もの 旨塾璽313,55繋駕都 6og:38:81き 38:8
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　　
電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.9ゲ 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜=…22時~翌日8時) □ k「Wh o,0 9.28 0.0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合る治む。) □ kWh 80,122,0 9.76 ヴ82.0 0.382 30.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwb ⑩ 0,0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑭ 0.0

合 計 〆メーザーメタメーノメ W 1,391.9 ザメ〆′ ⑩ 61.5

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,852.o // デーメメ 0.200 0.4

他 公共下水道 口 m3 1,85Zo / 〆〆 # デー o.450 0.8

合計 メ メ メ メメメメメメダメ◎ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※ 1 電気の使用、水道及び工 道の z の ・′び に公ノ、 く旭 への z′こ、リニ 麦 ′′;、 里 、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ず D・偲 空調“ルター 清掃,点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー期 年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (そのZ)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 後楽園白山通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 6劃

〒 11 3 - O 0 3 3 区市 町村名豊文京区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
本郷1-2o-4

以

事業所等の延床面積 ・24.22同 筆筆現畿窄繋覇 雷麗璽- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目覇
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 澱鴇事養鰯 間 4馨連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 59 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二◎ ② 102 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 103 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
821.1 kg‐C02/1 ヱ

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の繊 i」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
辱
来ー

使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×44′12

樽 覇 雇』 ) 目
Nm3 24,214‐7 46‐oo .'o89.ゲ o‐o14 55‐l
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

裏-磐聯繋者嘗鼠算葛蔓…蓋帯に 総量1; 8:8驚 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 124,595,0 9.76 1,216.0 0,382 47.6

寿昆貝-」第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh ② 0,0 9,76 49 0・0 0,382 ⑩ 0.○

合 計 一〆がーメーーメメーメメ /// ⑩ 2,3O5.7 - メーザーー≠〆ー⑩ io 念.7

そ 水道及び工業用水道 □ 2,288.o /// がザーザー o.200 0.5

舶 公 共下水道 □ 。。3 2,288・O ///- 〆メーメーメメ
メ
O.45O .,o

合計 がメ〆## 〆〆メガ ""#メガ #"#〆ず⑩ 1.5
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸化炭

※ 1 コゴ気の 、7 道及 び工 旭の の ・び に公ハ く胆への くこ三つ二 0

⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 -ー

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 亀有南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 ヴ=

〒 1 2 5 一 0 0 6 1 区市 町村名=葛飾区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
亀有3-7-11 鞠子運送ビル.F

以

事業所等の延床面積 鰯.39回 1筆現篭窄塾晴 蛋闇←・年度分 圃・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華
麗
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□複合施設 口その他

鯖 ,堺轟参養雀奪醐 4=連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの楳変告更内寮融 璃 ~融 肌 4防水改修工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,。258)
W

54 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②。⑯)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

総 計 (④。②+③)
④

93 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 727.9kgC02/m2
排出原単位りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排挙亭敷i
使 用 ⑧ ⑦ ⑥⑥ /・ooo)x⑦ ⑧ ⑬‐⑧×⑨×44/12

辞 耀 』 ) 目
Nm3 17'961‐4 45‐oo 8o8‐3 o‐o14 4o‐9
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0,019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () 口 0,0

要一鰯雲蕃者冨豊麗耀… 豊 8B綴 8:8凝議 8名
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 134,945.0 9.ツ6 1,31ゲ.1 0.382 51,5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,0 9.76 W o.0 0,382 ⑨ 0,0

合 計 #" メメメメメ〆〆〆 W Z,125.3 "## 〆′ ⑩ 92.4

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,115.o ノ / ノ メデーメタ〆 o.200 0.4

電 公共下水道 □ m 3 2,115.o/ 〆 "ず〆 # o・4501 ・0
合計 ""〆#ずメメメが##ダダメメメ〆# ⑪ 1,4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 ゴ気 の 、z 胆 、エ ー 旭 の の 、′ 、こ宏ノ、 水 7岨へ の 水 こ、っ一 火 、 里

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌


